
AZ シリーズ 簡易シーケンス  アプリケーション事例

ワークを判定したい

従来の問題点

ワークの良否判定をしたい。
カメラなどの高額な部品を使わずに、簡単に判定したい。

解決 KEYWORD   AREA 信号、TLC 信号、イベントジャンプ機能

解決策 ツメの位置でワークの大きさを判定

課 題 ワークの大きさで良否判定がしたい

ワークをつかんだときのツメの位置を確認し、ワークの大きさを判別できます。
以下の例のように「良品よりも大きい場合」、「良品よりも小さい場合」、「ワークがセットされていない場合」のツメの位置を設定する
ことで、あらゆる状況を上位機器に出力できます。

例： 18㎜のワークを良否判定する場合

EHグリッパのストローク［mm］ 25

ツメを閉じたときのツメ先の距離［mm］ 4

良品ワークのサイズ［mm］ 18±0.1

判定 NG 大きい OK 狙い通り NG 小さい NG 入れ忘れ

ワークの大きさ［mm］ 18.11以上 18.1〜17.9 17.89以下 −

検出位置 5.45以下 5.45〜5.55 5.55以上 12.5

EHシリーズ

ワークの大きさ［mm］=グリッパのストローク［mm］+ツメを閉じたときの距離［mm］−（検出位置［mm］）×2
狙い通りの場合、25［mm］＋4［mm］−（5.5［mm］）×2
※狙い通りの時、片方のツメが移動した検出位置は５．５［mm］となります。
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動作・タイミングチャート

時間
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D-SEL0入力

MOVE出力

TLC出力

AREA0出力

AREA1出力

AREA2出力

IN-POS出力

NG OK NG

狙い通りの位置で把持

NG

NG　大きい OK　狙い通り NG　小さい NG　ワーク入れ忘れ
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サポートソフトMEXE02の設定例

START

内部信号

外部信号

END

押し当て運転

位置決め運転

位置決め運転

測定開始
ボタン

-0.1mm戻る

スタート位置
に戻る

測定終了ボタン
R0：OFF R0：ON

④IN-POS：ON

①②③
TLC＋AREA0～2

① 運転データ

…①

…③
…④

② 運転I/Oイベント

…②

…⑤
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サポートソフトMEXE02の設定例

③ I/O動作・機能

④ Direct-IN　機能選択(DIN)

⑤ Direct-OUT　機能選択(DOUT)

⑥ EXT-IN・USER-OUT機能選択(拡張)


